
令和６年一宮市議会６月定例会 

議 事 日 程（第５号） 

                    ６月２６日（水曜日）午前９時３０分 開議 

 １ 議案第４５号 令和６年度愛知県一宮市一般会計補正予算 

 ２ 議案第４６号 令和６年度愛知県一宮市国民健康保険事業特別会計補正予算 

 ３ 議案第４７号 令和６年度愛知県一宮市介護保険事業特別会計補正予算 

 ４ 議案第４８号 令和６年度愛知県一宮市下水道事業会計補正予算 

 ５ 議案第４９号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正について 

 ６ 議案第５０号 一宮市市税条例及び一宮市都市計画税条例の一部改正について 

 ７ 議案第５１号 一宮市病院事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

について 

 ８ 議案第５２号 ツインアーチ１３８エレベーター改修工事の請負契約の締結につい

て 

９ 議案第５３号 環境センターごみ焼却施設定期修繕工事の請負契約の締結につい

て 

１０ 議案第５４号 三ツ井公園流域貯留施設築造工事の請負契約の締結について 

１１ 議案第５５号 一宮市土地開発公社定款の一部改正について 

１２ 承認第 ２号 専決処分の承認について 

１３ 請願書第５号 上・下水道の値上げの中止を求める件 

１４ 委員会提出議案第３号 多様な人材の地方議会への参画促進を求める意見書 

１５ 特別委員会審査経過報告について 

１６ 諮問第 １号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

１７ 諮問第 ２号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

１８ 諮問第 ３号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

１９ 愛知県尾張水害予防組合組合会議員の選挙について 



請 願 書 審 査 結 果 報 告 書 

○ 建設水道委員会 

請願書第５号 上・下水道の値上げの中止を求める件

提 出 者 

住所氏名

一宮市本町１－６－１２ 

市民こそ主人公・安心して暮らせる一宮市をつくるみんなの会  

代表者 佐野 正純  外 2404 名 

要  旨 １ 上・下水道料金の値上げをしないようにされたい。 

２ 低所得者・生活困窮者、個人・小規模事業者への上・下水道料金の減免制

度を検討されたい。 

３ 国へ上・下水道施設の耐震化等整備の助成の増額を求められたい。 

審査結果 不採択 



委員会提出議案第３号 

多様な人材の地方議会への参画促進を求める意見書 

 国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における多様な人材確保ための必要な

措置を講じるよう、地方自治法第99条の規定により、国に対し意見書を提出する。 

令和６年６月26日提出 

                    議会運営委員会 

                     委員長 渡 辺 之 良 

提案理由 

国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における多様な人材確保ための必要な

措置を講じることを国に要望するため、会議規則第13条第２項の規定に基づき、本

案を提出する。 



多様な人材の地方議会への参画促進を求める意見書 

 地方分権及び地方創生の進展や、加速する人口減少社会をはじめとした社会経済

の急速な構造変化を背景に、地方公共団体の重要な意思決定を行う地方議会には、

多様化する民意を集約し、地方行政へ反映させることが期待されており、その果た

すべき役割と責任の重要性が増している。この実現に向け、若者や女性、会社員な

ど多様な人材の地方議会への参画を促進し、議会を活性化することは、多くの地方

議会に共通の課題となっている。 

 このような状況の中、地方議会議員はこれまで以上に地方行政が抱える広範かつ

専門的な諸課題について住民の意向をくみ取り、的確に執行機関の監視や政策提言

等を行うことが求められている。この活動範囲の広がりに伴い、近年においては都

市部を中心に議員の専業化が進んでいる状況にある。 

 一方で、最近の地方選挙においては、女性議員の躍進が見られる傍ら、投票率の

低下や無投票当選者の増加など、地方議会への関心の低下や議員の成り手不足が深

刻化している。その背景として、今日では、会社員等の被用者が就業者の９割を占

めており、地方議会議員の成り手として期待される会社員等からの転身において、

経済的、心理的な支障がこれを困難なものとしている。そのため、これらの環境を

整えることは、多様で有為な人材の確保に大きく寄与すると考えられる。 

 よって、国におかれては、国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における多

様な人材確保の観点から、下記の事項について早急に実現するよう強く要望する。 

記 

１ 地方議会の役割等が明確化された地方自治法の改正を踏まえた主権者教育を一

層推進すること。 

２ 若者や女性、会社員など多様な人材が立候補しやすい環境を整備するとともに、

地方議会議員が厚生年金へ加入できるための法整備を、地方議会議員年金制度

の過去の反省点と現在の受給者の状況を鑑み、自治体からの公費負担の問題を

整理しながら図ること。 

３ 議員活動と出産・育児、介護等の両立や政治分野におけるハラスメント防止の

ための取組に対して支援すること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

令和６年６月26日 

一 宮 市 議 会 

提出先 内閣総理大臣 内閣官房長官 総務大臣 財務大臣 文部科学大臣 

厚生労働大臣 衆議院議長 参議院議長 



愛 知 県 尾 張 水 害 予 防 組 合 組 合 会 議 員 指 名 一 覧  

      一宮市大宮         髙 橋   一 

      一宮市東島町        柴 田 盛 夫 

      一宮市八町通        渡 部 晃 久 

      一宮市北方町        水 谷 和 司 

      一宮市浅井町        浅 井 俊 彦 

      一宮市平島         大 嶋   章 

      一宮市萩原町        平 松   猛 

      一宮市奥町         水 谷 千恵子 

      一宮市三条         渡 辺 之 良 

      一宮市小信中島       市 川   忠 

      一宮市玉野         東 渕 正 人 

      一宮市木曽川町       八 木 丈 之 


